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落
葉
果
樹

    

　
管
理
作
業
の
徹
底
に
努
め
ま
し
ょ
う
　

摘
果
や
ハ
ク
皮
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。作

業
時
期
を
逃
す
と
効
果
が
落
ち
て
し
ま
う
為
、適

期
の
作
業
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
キ
の
摘
果

刀
根
早
生・平
核
無
柿
は
、果
形
が
確
認
で
き
る
頃
か

ら
、極
早
生
柿・富
有
柿
は
生
理
落
果
終
了
後
か
ら
摘
果

を
始
め
ま
す
。

摘
果
は
着
果
量
を
調
整
す
る
こ
と
で
、隔
年
結
果
の
防

止
や
果
実
の
肥
大
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

着
果
程
度
に
つ
い
て
は
、極
早
生
柿・刀
根
早
生・平

核
無
柿
は
葉
15
～
20
枚
に
１
果
、富
有
柿
は
葉
20
～
25

枚
に
１
果
を
着
果
程
度
の
目
安
と
し
ま
す（
図
１
）。

◎
残
す
果
実･･･

日
当
た
り
が
良
い
枝
で
、ヘ
タ
が
大
き

く
緑
色
の
濃
い
果
実
。

◎
摘
果
す
る
果
実･･･

傷
果・奇
形
果・小
玉
果
等
の
果

実
、遅
れ
花（
２
番
花
）、葉
が
５
～
７
枚
以
下
の
弱
い
枝

の
果
実
。下
垂
枝
、樹
幹
内
部
の
枝
等
の
日
当
り
が
悪
い

枝
の
果
実
。

◎
新
梢
管
理･･･

新
梢
が
混
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
、新

梢
の
整
理
を
し
ま
す
。徒
長
枝
が
多
発
す
る
と
、日
照
不

足
や
風
通
し
に
影
響
し
ま
す
の
で
、結
果
母
枝
に
利
用
で

き
な
い
徒
長
枝
は
剪
除
し
て
く
だ
さ
い
。

●
刀
根
早
生
の
早
期
採
果
対
策

○
目
的

刀
根
早
生
で
は
果
実
の
着
色
や
肥
大
を
促
進
す
る
た

め
に
、側
枝
や
主
枝
へ
の
ハ
ク
皮
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、十
字
汚
損
果
の
発
生
を
助
長
す
る
技
術
で
も
あ

る
の
で
、十
字
汚
損
果
多
発
樹
に
は
処
理
を
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
側
枝
ハ
ク
皮
処
理
方
法

刀
根
早
生
は
、６
月
上
旬
～
６
月
下
旬
ま
で
に
、今
年

の
剪
定
で
切
除
す
る
側
枝
に
専
用
の
ハ
ク
皮
ハ
サ
ミ
を

使
用
し
採
果
量
の
15
％
を
目
標
に
、側
枝
の
直
径
の
２
倍

以
内
で
ハ
ク
皮
処
理
を
行
い
ま
す
。ま
た
、ハ
ク
皮
す
る

際
は
以
下
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
十
字
汚
損
果
発
生
抑
制
の
た
め
、木
質
部
へ
は
傷
を
つ

け
な
い
。

◦
枝
折
れ
防
止
の
た
め
、必
ず
支
柱（
竹
片
）、枝
つ
り
な

ど
を
実
施
す
る
。

◦
果
頂
裂
果
抑
制
の
た
め
、ハ
ク
皮
処
理
枝
の
着
果
量

は
通
常
の
1.5
倍
程
度
と
す
る
。

○
ハ
サ
ミ
切
り
回
し（
切
り
込
み
）処
理

果
実
肥
大
を
目
的
に
、６
月
上
旬
～
６
月
下
旬
に
専

用
の
ハ
ク
皮
バ
サ
ミ
を
用
い
て
切
り
回
し
処
理
を
行
い

ま
す
。処
理
箇
所
は
、冬
の
剪
定
で
切
除
す
る
２
～
３
年

生
側
枝
で
、採
果
量
の
15
％
以
内
を
目
標
に
、枝
の
基
部

付
近
に
２
～
３
重
の
切
り
回
し
を
行
い
ま
す
。ま
た
、切

り
回
し
処
理
に
つ
い
て
は
、通
常
通
り
着
果
さ
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
主
枝
ハ
ク
皮
処
理
方
法

６
月
上
旬
～
６
月
中
旬
に
、ハ
ク
皮
鎌

で
５
～
７㎜
程
度
の
幅
で
は
く
皮
処
理
を

行
い
ま
す
。処
理
箇
所
は
、で
き
る
だ
け

デ
コ
ボ
コ
の
な
い
部
分
を
選
び
ま
す
。

樹
勢
の
弱
っ
て
い
る
園
で
は
処
理
を
控

え
、樹
勢
に
応
じ
て
処
理
幅
を
調
整
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、主
幹
ハ
ク
皮
処
理
箇
所
に
は
必
ず
コ
ス
カ
シ

バ
防
除
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う（
処
理
部
位
に
の
み
）。

●
モ
モ
の
栽
培
管
理

◎
除
袋（
早
生
）

除
袋
適
期
は
、収
穫
予
定
の
７
～
10
日
前
の
果
実
袋

が
張
っ
て
く
る
頃
で
す
。地
色
が
白
っ
ぽ
く
抜
け
て
い
て
、

尻
の
部
分
と
縫
合
線
周
辺
に
ま
だ
緑
色
が
残
っ
て
い
る

こ
ろ
が
適
期
で
す（
図
２
）。地
色
の
抜
け
は
、樹
の
上
部

で
は
早
く
、下
部・樹
幹
内
部
は
遅
い
の
で
、除
袋
は
２
～

３
回
に
わ
け
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
除
袋
が
早
す
ぎ
た
場
合
、色
の
冴
え
が
悪
く
、収

穫
ま
で
の
日
数
が
か
か
っ
て
し
ま
い
裂
果
や
小
ヒ
ビ
の

発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。反
対
に
除
袋
が
遅
す
ぎ
た
場

合
、着
色
前
に
熟
期
が
き
て
し
ま
っ
て
採
り
遅
れ
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
適
期
の
除
袋
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

結果枝数

極早生柿・刀根早生・平核無柿
〈着果基準〉

6本以上

（強い結果枝には着果させない）

図1

4～5本以上

結果枝数

富有柿

6本以上 4～5本

2～3本

果実に張りがあり、地色が
白っぽく抜けている。

尻の部分と縫合線部周辺
にまだ青みが残っている。

図2

●6月～7月の施肥
品目 品種 6月中旬～下旬（10aあたり）

カキ
刀根早生 FTE入S022号 20㎏

平核無 FTE入S022号 30㎏

品目 6月上中旬（10aあたり）

モモ
（中晩生）

味一粒状配合
（弱樹勢園のみ施用） 40㎏

品目 6～7月（収穫後）（10aあたり）

ウメ 果樹有機化成 又は
アヅマップ化成280

80㎏
60㎏

※表内の網掛け（■■）の農薬を購入する場合や、毒劇物農薬を購入する場合
は必ず印鑑を持参してください。印鑑のない方には販売することができません。

「つたえるねっと」
で農作業情報を
随時配信中！

かつらぎ資材センター

……TEL.0736-22-7822

橋本資材センター

……TEL.0736-33-2300

6月の農作業

防除法 使用時期 使用回数

トラサイドA乳剤 ２００倍 産卵期～幼虫食入初期迄（但し収穫30日前迄） 2回以内

※ハク皮処理を初めて実施する方は、担当営農指導員にお問い合わせください。
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柑
　
　
橘

　
中
晩
柑
の
摘
果
と
病
害
虫
防
除
を
し
ま
し
ょ
う
　

○
中
晩
柑
の
粗
摘
果

摘
果
作
業
は
、柑
橘
栽
培
の
中
で
最
も
重
要
な
作
業

に
な
り
ま
す
。粗
摘
果・仕
上
げ
摘
果・樹
上
選
別
の
3

段
階
に
分
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。6
月
は
中
晩
柑
類
の
粗

摘
果
時
期
に
な
る
た
め
、下
記
の
表
を
目
安
に
し
て
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。隔
年
結
果
の
軽
減
や
樹
勢
の
維

持
、果
実
肥
大
の
適
正
化
、果
実
品
質
の
向
上
な
ど
の
た

め
に
も
早
期
に
し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
み
か
ん・
中
晩
柑
病
害
虫
防
除

梅
雨
時
期
は
高
温
多
湿
に
な
る
た
め
、高
温
乾
燥
が

続
く
と
ハ
ダ
ニ
類
が
多
く
発
生
し
、降
雨
が
続
く
と
黒

点
病
が
発
生
し
ま
す
。梅
雨
入
り
前
の
防
除
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

○
か
い
よ
う
病
防
除（
中
晩
柑
）

6
月
は
、入
梅
期
と
な
る
た
め
、降
雨
に
よ
り
病
害
の

発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
営
農
指
導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
中
晩
柑
類
の
施
肥

6
月
は
養
分
の
吸
収
率
が
最
も
良
い
時
期
で
す
。枝

葉
の
充
実
、果
実
肥
大
の
た
め
に
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ

う
。施
肥
前
は
肥
効
を
高
め
る
た
め
に
除
草
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

防除時期 適用病害虫 防除法 使用時期
（収穫前日数） 使用回数

カ
キ

平
核
無

5月下旬

～

6月上旬

うどんこ病・落葉病・
炭そ病・灰色かび病 オンリーワンフロアブル 2,000倍 前日迄 3回以内

アザミウマ類・カンザ
ワハダニ コテツフロアブル 2,000倍 14日前迄 2回以内

※果実黒変果軽減のため、カルワン1,000倍（カルシウム肥料）を散布する。

富
有

開花後
（5月下旬

～

  6月上旬）

うどんこ病・落葉病・
炭そ病・灰色かび病 オンリーワンフロアブル 2,000倍 前日迄 3回以内

カイガラムシ類・アザ
ミウマ類・カキノヘタ
ムシガ

モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前日迄 3回以内

※炭そ病多発園では、オンリーワンフロアブルにかえて、
　キノンドー顆粒水和剤   1,000倍（14日前迄/5回以内）を散布する。
　果実黒変果軽減のため、カルワン1,000倍（カルシウム肥料）を散布する。

平
核
無

6月
中下旬

落葉病・炭そ病 ペンコゼブ水和剤 600倍 45日前迄 2回以内
カイガラムシ類・チャ
ノキイロアザミウマ コルト顆粒水和剤 2,000倍 前日迄 3回以内

※果実黒変果軽減のため、カルワン1,000倍（カルシウム肥料）を散布する。

富
有

6月
中下旬

落葉病・炭そ病
カイガラムシ類・チャ
ノキイロアザミウマ

ペンコゼブ水和剤 400倍 45日前迄 2回以内

コルト顆粒水和剤 2,000倍 前日迄 3回以内
※果実黒変果軽減のため、カルワン1,000倍（カルシウム肥料）を散布する。
※炭そ病多発園では、アビオン－E1,000倍を加用する。高温時の散布は避ける。

ウ
メ 

南
高
種
の
み

5月下旬

～

収穫前
黒星病・すす斑病 スコア顆粒水和剤 3,000倍 前日迄 3回以内

全
品
種

一斉防除
(６月中下旬)

クビアカツヤカミキリ ダントツ水溶剤 2,000倍 前日迄 ３回以内
※ダントツ水溶剤にかえてモスピラン顆粒水溶剤2,000倍（前日迄/3回以内）でもよい。

防除時期 適用病害虫 防除法 使用時期
（収穫前日数） 使用回数

モ
モ

早
生 収穫前

ホモプシプス腐敗病・
灰星病 ベルクート水和剤 2,000倍 前日迄 3回以内

シンクイムシ類 ロディー乳剤 1,000倍 前日迄 5回以内

中
生
・
晩
生

6月
中旬

黒星病・灰星病 ストロビードライフロアブル 2,000倍 前日迄 3回以内

シンクイムシ類 フェニックスフロアブル 4,000倍 前日迄 2回以内

全
品
種

一斉防除
(６月中
下旬)

クビアカツヤカミキリ モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前日まで ３回以内

※収穫が終了した園地ではモスピラン顆粒水溶剤にかえてダントツ水溶剤
2,000倍（７日前迄/3回以内）でもよい。

中
生
・
晩
生

収穫前

ホモプシス腐敗病・
灰星病 ベルクート水和剤 2,000倍 前日迄 3回以内

シンクイムシ類 ロディー乳剤 1,000倍 前日迄 5回以内

ス
モ
モ

早
生

収穫前
（6月上中旬）

灰星病 ロブラール水和剤 1,000倍 前日迄 3回以内
シンクイムシ類・
ハマキムシ類 フェニックスフロアブル 4,000倍 前日迄 2回以内

全
品
種

一斉防除
（6月中下旬）

クビアカツヤカミキリ モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍 前日迄 ３回以内

※単用散布とし、樹幹部まで丁寧に散布する。
　収穫が終了した園地では、モスピラン顆粒水溶剤にかえてダントツ水溶剤 
　2,000倍（3日前迄/3回以内）でもよい。

・摘果の手順
①摘果は着果量の多い樹から

始めましょう。
②隔年結果の軽減と夏秋梢
（翌年に果実がなる枝）確
保のために、樹冠上部3分
の1は全摘果しましょう。

③スソ成り果、内成り果は日
当たりが悪く、果実肥大と
着色が劣るため全摘果しま
しょう。

④奇形果や傷果などは、摘果
しましょう。また、白いスジ
がある太い枝に着果してい
る果実は品質が劣るため摘
果してください。

６月は柿にとって最重点防除時期に当たります。炭そ病や落葉病などの感染は降雨によって拡
大しやすくなりますので、葉の裏までしっかりと薬液がかかるように防除しましょう。
また、バラ科の桃・李・梅に関しては、クビアカツヤカミキリが産卵期に入り活動が活発になる為

一斉防除に努めて頂くようお願いします。近年、クビアカツヤカミキリの被害が拡大しており、農業
生産に深刻な影響を及ぼしています。幼虫が木の外に排出する木くずとフンが混ざったフラスを
確認次第掘り取りを行い、幼虫の捕殺を実施するようお願いします。

・みかん、中晩柑の粗摘果時期（目安）
中晩柑品種 粗摘果時期

不知火 6月下旬～

はるみ 6月上中旬～

八　朔 ７月上旬～

せとか 6月中旬～

みかん品種 粗摘果時期

極早生 6月下旬～

早生 7月下旬～

中生・晩生 8月上旬～

※次号にて、温州みかんの粗摘果に
ついて掲載します。

④奇形果や傷果の摘果、白いスジが
ある太枝に着果している果実の摘果

②樹冠上部全摘果

③スソ成り
果、内成り
果の全摘果

かいよう病防除（中晩柑）
防除時期 適用病害虫 防除法 使用時期（収穫前） 使用回数
入梅期

（6月中下旬） かいよう病 ICボルドー66D 80倍 規制なし 規制なし
アビオン－E（展着剤） 1,000倍 規制なし 規制なし

●病害虫防除

中晩柑類の施肥例（10aあたり）
品目 施肥時期 肥料名

八朔・ネーブル 6月下旬 ヨーロッパ化成S604 40㎏
不知火・はるみ 果樹粒状配合 60㎏

※八朔で3月に省力タイプの有機ユートップ668を施用している場合は、6月下旬ヨーロッパ化成Ｓ604は施用しなくてよい。

みかん・中晩柑病害虫防除
防除時期 適用病害虫 防除法 使用時期（収穫前） 使用回数

6月
上中旬

黒点病 エムダイファー水和剤 600倍 みかん60日前迄
カンキツ90日前迄 2回以内

ミカンハダニ ハーベストオイル（夏マシン） 200倍 6月～7月中旬 規制なし
ゴマダラカミキリ成虫・アザミウマ類 アドマイヤーフロアブル 3,000倍 14日前迄 3回以内

※ゴマダラカミキリ対策として、株元まで散布する。
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青年部対話集会

NEWS&TOPICS
紀北地域の最新ニュース！

准組合員モニター

ボッチャ大会

女性会 クリーンウォーク

17
MON

2

4
TUE

3

5
WED

3

1
SAT

3

青年部とJA役職員との対話集会を開き、21人が参加しま
した。前回の対話集会では、グループワーク形式で「理想の
農業経営」をテーマに多くの意見やアイデアを共有できまし
た。今回は、前回挙がった意見が実現可能かどうかを話し合
い、参加者間の親睦を深めつつ、有意義な議論を交わすこと
ができました。JA役職員からは「これからも、一支店一協同活
動やJA感謝祭にご協力いただき、地域を盛り上げていただ
きたい」と伝えました。

紀北地域では、准組合員の視点から事業や運営に関する
意見・要望を挙げていただき、JAや農業への理解を深めても
らうことを目的に、准組合員モニターを設置しています。

今回はJAビルとノーキョー食品桃山工場を見学しました。
JAビルの屋上や特別会議室などを見学した後、採用担当か
ら合併後の職員採用について説明を聞きました。就職時期の
お子さんがいらっしゃる人も多く、採用条件や育休制度など
について様々な質問が挙がりました。その後、ノーキョー食品
桃山工場で、搾汁施設やパックラインなどを見学しました。

女性会は、橋本市サカイキャニング産業文化会館「アザレ
ア」でボッチャ大会を開きました。紀北地域9支店約70人の会
員が3人1組となって対戦し、競技を楽しみながら親睦を深め
ました。白熱した試合が繰り広げられ、上位3組には豪華景品
が贈られました。11月には、合併後初の「ボッチャ県選手権大
会」が開催される予定です。

地域美化活動の一環として県下一斉クリーンウォークを行
い、紀北地域では、女性会とJA職員あわせて97人が参加しま
した。参加者は、高野口支店・橋本支店・かつらぎ支店周辺道
路を歩きながら、落ちているゴミを拾って集めました。JAわ
かやま女性会紀北地域本部は、今後も清潔でクリーンな地域
を目指し、地域美化活動を続けていきます。

12
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季節のフルーツ大福づくり

女性大学卒業式

6
THU

3

27
THU

3

女性会フレッシュミズで、フルーツ大福づくりを行い、8人
が参加しました。今回は、蒸し器を使って求肥を作りました。
地元で採れたイチゴ、キウイなどのフルーツを餡で包み、で
きあがった求肥を伸ばしながら包んで完成です。皆さん食べ
るのを楽しみに持ち帰りました。

また、3月19日に女性会本部料理教室でもフルーツ大福づ
くりを行いました。定員を超える申込みがあり大変好評でし
た。

女性大学「Happiness」の卒業式を開き、受講生12人が卒
業しました。女性会の藤形美代子会長から卒業証書が手渡さ
れ、皆勤賞の方には、女性会会員で手芸作家の中内かおりさ
んのハンドメイド作品が贈られました。卒業生は「次回も参加
したいくらい！新しい出会いもあって楽しかった」と話しました。

卒業式終了後は、女性会会員の硲僚子さんを講師に迎え、
卒業記念としてフラワーアレンジメント作りを行い、受講生は
楽しいひと時を過ごしました。

やっちょん広場 いちごまつり

担い手塾開講式

29
SAT

3

3
THU

4

やっちょん広場で「いちごまつり」を開催しました。
和歌山県オリジナル品種「まりひめ」などのイチゴが出荷され、

店内がイチゴの甘い香りに包まれました。
そのほか「不知火」や「せとか」などの旬の柑橘類や、タケノコ

やフキ、ワラビなどの春の山菜類が並び、多
くの来店客で賑わいました。JAわかやま紀
北地域本部PR隊リーダーのかきたんも駆
けつけました。

令和7年度担い手塾開講式をかつらぎ支店で開き、26期生
12人が入塾しました。農業者の高齢化や担い手不足の観点か
ら、次世代の担い手養成のために毎年開講しており、栽培時期
に合わせた講義と実習を通じて、農業の基礎知識と栽培技術の
習得を目指します。

担当の営農指導員が一人ひとり自己紹
介した後、ナスなどの果菜類の特徴や、栽
培・収穫方法について講義を行いました。
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お父さん…田和　浩さん お母さん…ゆかりさん

お父さん…下垣内　泰貴さん お母さん…裕美さん

九度山町椎出

田和　宏
ひろ

規
き

さん

田和　伶
りょう

脩
すけ

さん

かつらぎ町御所

塚本　　美
み

衣
え

さん

下垣内　美
よし

貴
たか

さん

下垣内　美
み

吏
り

さん

合併を記念して、FU-WAに過去にご登場いただいた方に
再度取材させていただきました！

もっと！

2001 年 6 月号　
宏規さん 7 歳・伶脩さん 4 歳

2002 年 10 月号
美衣さん 7 歳・美貴さん 3 歳

郵便局に勤めています。貨幣収集
が趣味です。当時の自分には、人
とのつながりを大切に、もっといろ
んな人に声を掛けて、言いたいこと
を言えよと伝えたいです。

保育士として働いています。小さい
頃から工作が好きで、今の仕事に
もつながっていると思います。当時
の自分には、苦手意識を持たず、
何事にもチャレンジしてねと伝えた
いです。

公務員として働いています。当時
の自分には、おじいちゃんおばあ
ちゃんともっとたくさん話してほしい
と伝えたいです。あと勉強も、しっか
りするように！

春から新社会人として
頑張ります！子どもの頃の自分に
は、もっとわがままに、やりたいことを
やっていいんだよと伝えたいです。

美吏さん

宏規さん

美衣さん

伶脩さん

また会え
て嬉しい

な♪

みんなの
成長は宝

物だよ！

車を運転する父の姿に憧れて、
ハイヤードライバーになりました。
当時の自分には、いっぱい食べて
大きくなれよと伝えたいです。

美貴さん

14
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紀北地域版

草刈作業
お受けします!

営農指導課 ☎ 0736-43-2555

JAでは優良農地の維持、耕作放棄地
の解消のため、草刈り作業の受託を
行っています。休耕田の草管理に苦労
している方や、近隣の農家に迷惑が
掛からないよう畑をきれいにしたい方
は、営農指導課までお問合せください。

通年　※9月～10月除く受託時期

対 象

お問合せ先

紀北地域管内の休耕田・
平地の畑地（果樹除く）・農地
ラジコン草刈機など

草刈りゴミなどが多い農地は作業できない場合があります。
作業前に見積書を作成しますので、お気軽にお問い合わせください。

草　丈	 1ｍ以下……20,000円
	 1.5ｍ以下…23,000円
※10aあたり（税抜・概算）、畦畔刈・機械搬送料別途

作業機械

料 金

組合員
の
皆様へ

JAでは地域の新たな担い手育成と支援のため、新規就農を希望
する方を対象に「農業経営・農業技術」の習得を目的とした研修制度

（トレーニングファーム）を実施しています。
この制度は新規就農者育成総合対策(年間150万円)、産地受入
研修支援事業（年間30万円)の助成対象となる就農前1年間の研修
となっています。（※４９歳以下・審査有）受入れは１２月の予定です。

橋本市高野口町名古曽925-1
☎0736-43-2555お問合せ先：営農指導課

農業研修生募集中 !!

トレーニングファーム
JAわかやま 紀北地域本部

── Tra i n i n g  fa r m  ──

主
に
習
得
す
る
技
術

〒649-7203 和歌山県橋本市高野口町名古曽922-2 金融共済部 TEL.42-5323
高野口支店　TEL.42-4000
九度山支店　TEL.54-2056
高野支店　　TEL.56-2814

橋本支店　　　TEL.32-1282
橋本西部支店　TEL.32-0275
橋本東支店　　TEL.32-0715

かつらぎ東支店　TEL.22-0325
かつらぎ支店　　TEL.22-0550
かつらぎ南支店　TEL.22-1200

紀北地域本部

法律相談会

6月20日（金）
場所：紀北地域本部３階
時間：午後1時30分～5時まで

JAでは弁護士による無料法律相談を組合員及びご
家族の方を対象に毎月開催しています。相談時間は
30分以内で、秘密は厳守いたしますので、安心してお
申し込みください。なお、定員になり次第締め切らせ
ていただきます。

□お問合せ先／紀北地域本部総務生活課
　☎0736-42-5172
□組合員への加入は最寄りの支店へご相談ください。

ローン相談会

6月1日（日）・

8日（日）・15日（日）・

22日（日）・29日（日）
□場所／橋本支店内　１Ｆ
□時間／午前9時～午後4時まで

地域の方の住宅ローンなど各種ローンのご相談
やお申込み受付などを行っております。完全予約制
となっておりますので、ローンセンターまでお気軽に
お問合せください。
□お問合せ先／ローンセンター
   ☎0736-33-2922

締切
5月末
まで

●「柿」「スモモ」「かんきつ類」その他果樹栽培全般
●「黒枝豆」「ナス」「タマネギ」その他野菜、
　水稲栽培全般
●管内で農業経営を行うために必要な知識研修
●農機具研修
（トラクター、コンバイン、動噴、モア、ラジコン草刈機など）
●賃借可能な優良園地の視察と紹介
●管内優良農家の経営研修
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